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山県有朋

原 敬（総理・第３代立憲政友会総裁）
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庭園

海への動線

隣荘と滄浪閣の
見遠しが

海への視界・動線
海への視界・動線

池庭園

×
改築

● 邸宅での過ごし方の整理（明治以降の積層する歴史の整理）
 計画地における先人たちの大磯での暮らしや、交流に関するエピソードから、土地利用状況を図示化。
 四賢堂の痕跡や松林の散策など、先人たちの大磯での暮らしを想起させる空間形成を図る。

 明治期
・伊藤博文は、本邸として、政治家や地元民など多くの人が訪れる交流の場。
・大隈重信と西園寺公望は、人脈づくりや社交のための別邸として、陸奥宗光は病気療養の別邸として利用。

 昭和期
・ゆかりの人物に引き継がれ、本邸や別邸として利用。関東大震災を機に旧大隈別邸以外の建物は増改築されている。
隣荘の池田成彬と滄浪閣の楢橋渉、近隣の吉田茂など、昭和期においても政財界人の交流が行われていた。

 現在（平成）
・明治期の建物は旧大隈別邸のみ。滄浪閣を除いて松林が現存。旧古河別邸は迎賓施設として、今日まで良好な状態で保存されてきた。

積層する歴史の概要

加藤高明
岩崎彌之助男

2018.12.28 第３回 明治記念大磯邸園に関する基本計画検討委員会 資料５
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大隈重信別邸

陸奥宗光別邸

西園寺公望別邸

伊藤博文邸(滄浪閣）

池田成彬別邸 古河別邸

李王家別邸⇒楢橋渡別邸（S21年)

【旧西園寺公望別邸】×
【旧伊藤博文邸（滄浪閣)】
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